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ほうとす る 程 長い 白浜の 先 は、 また、 目 も 届かぬ 海が 

揺れて ゐる。 其 波の 青色の 末が、 自づと 伸し あがる や 

うにな つて、 あたまの 上まで ひろがって 来て ゐる 空で 

ある。 ふり 顧る と、 其が 又、 地平 をく ぎる 山の 外線の 

立ち 塞って ゐる ところまで 続いて 居る。 四顧 俯仰して、 

目に 入る 物 は、 唯、 此 だけで ある。 日が 照る 程、 風の 

吹く 程、 寂しい 天地であった。 さう した 無聊の 目を睜 

ら せる もの は、 忘れた 時分に ひよ つくりと、 波と 空と 

の 間から 生れて 来る —— 誇張な しに さう 感じる —— 鳥 



と 紛れさうな 刳り 舟の 影で ある。 

遠目に は、 磯の 岩 かと 思 はれる 家の 屋根が、 一 かたま 

りづ、 ぼつ つりと 置き忘れられて ゐる。 炎 を 履む 様な 

砂山 を 伝うて、 行きつ くと、 此 ほどの 家 数に、 と 思 ふ 

程、 ことりと 音を立てる 人 も 居ない。 あかん ぼの 声が 

すると 思うて、 廻って 見る と、 山羊が、 其 もた つた 一 

疋、 雨 欲し さう に 鳴き 立て、 ゐ るの だ。 

どこで 行き 斃れて もよ い 旅人で すら、 妙に、 遠い 海と 

空との あは ひの 色 濃い 一線 を 見つめて、 ほうとす る こ 

とが ある。 沖 緦の島 も、 北の 山 原な ど 言 ふ 地方で は、 

行っても/ \、 こんな 村ば かりが 多かった。 どうに も 



ならぬ からだ を 持ち 煩うて、 こんな 浦 伝 ひ を 続ける 

遊子 も、 おなじ 世間に は、 まだく ある。 其 上、 気づ 

く か 気づかな いかの 違 ひだけ で、 物音 もない 海浜に、 

ほうとして、 暮 しつ V けて ゐる 人々 が、 まだ 其 上 幾 万 

か 生きて ゐる。 

ほうとしても 立ち 止らず、 まだ 歩き続けて ゐる 旅人の 

目から 見れば、 島人の 一生な ど は、 もっとく 深いた 

め 息に 値する。 かう した 知らせた くも あり、 覚ら せる 

もい とほし いつれ ぐな 生活 は、 まだ/ \薩 摩 潟の 南、 

台湾の 北に 列る 飛び石の 様な 島々 に は、 くり 返されて 

ゐる。 でも 此が、 最 正しい 人間の 理法と 信じて ゐた時 



りであった。 だが、 却て、 かう した 祭りが 始まって 後、 

神社々々 特殊の 定 祭が 起った のであった。 四季の 祭り 

の 中で も、 町方で 最 盛んな 夏祭り は、 実は 一 等 遅れて 

起った ものであった。 次に、 新しい と 言 ふの も、 其久 

しい 時間に 対して は 叶 はない ほど、 古く 岐れた 祭りが 

ある。 秋祭りで ある。 此も 農村で は、 本 祭りと 言った 

考 へで 執行 せられる。 

此 秋祭りの 分れ 出た 元は、 冬の 祭りであった。 だが、 

冬 祭りに 二通りあって、 秋祭りと 関係 深い 冬 祭り は、 

寧、 やっぱり 秋祭りと 言って よい ものであった。 真の 

g の 語原で ある 冬 祭り は、 年の 窮 つた 時に 行 はれた 



本位と せられて ゐる 様で、 家族 又は 一 人々々 で ぼつ 

リ ぐと 参る の だ。 此 祭りに、 つき 物に なって ゐるも 

のが ある。 即、 神輿 又は 長い 棒 を 中心とする 鋅 • 幣 或 

は 偶人で ある。 此も 秋祭りと 入り 紊れ てゐ るが、 順序 

正しく 言へば、 夏の ものである。 

祇園の 鋅は、 山鋅と 一 口に 言 ふが、 大別して ^と M 

d との 二つの 系統が ある。 そして 山の 方 は、 寧、 秋 祭 

リに曳 くべき 物であった。 祇園 会 成立に 深く 絡んだ 

ゴリ ャゥヱ 

御霊 会の 立て物に、 宮廷の 大嘗の 曳き物 「標 山」 の 形 

をと りこんだ のであった。 

平安朝の 初頭から 見える 事実 は、 まつりの 用語 例に、 



と 称せられる 様になった。 陰陽道の 勢力が、 さう した 

形に 信仰 を 移した ので ある。 奈良 末から 平安 初めに 亘 

つて 荒れた 五所の 御霊 を、 抑へ る ものと して、 行 疫- 

凶荒の 神と 謂 はれる す さの をの 命 を 憑む やうに なり、 

而も 此に、 本 縁 づける 為、 天 部 神の 梵名を 称へ る 事に 

して、 牛 頭 天 王、 地方に よって は、 武塔 (答。 本字) 

天神な ど 、 言うた。 

日本の 陰陽道の、 殊に、 地方の 方術 者 は、 学問と して 

は、 此を 仏典と して 修めた 傾向が あって、 特に、 経典 

の 中に も、 天 部に 関する 物、 即、 仏教の 意義での 「神 

道」 の 知識 を 拾 ひ 集めた 形が ある。 日本の 神道が、 天 



部 名になる 外に、 漢名 を 称した 事 もあった はずで ある _ 

世界 最上の 書た る 仏 乗に 出た 本名の 威力 は、 どんな 御 

霊で も、 服従させる 事が 出来た。 だから、 祇園 神の 中 

央 出現 は、 御霊. 五所より 遅れて ゐる。 障 神. 八衢 彦- 

媛の 祭りと、 御霊 信仰と がー つに なって、 御霊 会が 出 

来、 盛んに 媚び 仕へ を 行うて、 退散 を 乞うた。 其 勢力 

が、 牛 頭 天 王に 移って、 讃 歎の 様式に 改 つて 行った の 

が、 祇園 会で ある。 形 こそ 替れ、 事実から 見れば、 夏 

祭りの 疫病と 蝗 害と を祓へ 去らう として ゐる事 は 一 つ 

であり、 又 一 つの 祭礼が、 主神 を換 へて 行 はれた 形に 

もな つて ゐる。 蝗の 害と 流行病と を 一 続きに 見て ゐた 



を、 直に 聯想して、 奈良 以来、 春. 夏 交叉 期の 疫病 送 

リの踏 歌 類似の ものと 見做される 様になつ たの だ。 此 

亦、 祇園 会 成立 後 は、 段々、 意義 を 失 ふ 様になって 行 

つた。 

かう した 邪 霊 悪神に 媚び 仕へ る 行事 も、 稍 古くから ¥ 

と 言 はれて ゐる。 其 は 神霊に 服従す る義 で、 

^ の 用語 例に 近い ものであった。 夏の 祭り は、 要す 

るに、 禊ぎ の 作法から 出た もので、 祭礼と 認められ 出 

したの は、 平安朝 以前に は 溯らない、 新しい ものな の 

である。 御輿のお 渡りが 行 はれた の は、 夏祭りの 中心 

であって、 水辺の、 禊ぎ に 適した 地に 臨まれる ので あ 



なった —— 又は 屋敷の 庭に 出て ゐる。 かう して 迎 へら 

れた神 は、 一 夜 を 其 巫女 と共にす る。 遊女の 古語 だ、 

と 謂 はれた 一 夜づま は、 かう した 神秘の 夜の 神と して 

ことば 

来る 神人 及び 家の 処女との 間に 言 ふ 語 であった の だ。 

宮廷の 神嘗祭り は、 諸国の 走りの 穂 を 召した 風が 固定 

して、 早稲 を 以てする 事に なった ので、 古く は 一度き 

りであった のか も 知れぬ。 だが、 文献で 考 へられる 範 

囲で は、 早稲 は 神の 為で、 神嘗 用で あり、 おきつ • み - 

u の 初穂 は、 祈年祭 • 月次 祭りに 与る 社々 • 皇 親の 

尊長 者の 霊に も 御料の 外を頒 たれる 事に な つて ゐ た。 

神嘗祭り の 原義 は、 今年の 稲作の 前兆た る 「ほ」 を 得 



て、 祝福す る 穂 祭りの 変形であって、 刈り上げ 祭りよ 

リも 早くから あった ものと は 言 はれない。 此穂 祭りが 

神社に 盛んに 行 はれ、 刈り上げ 祭り は、 一家の 冬の 行 

事と なった ので あるら しい。 

秋祭りの 太鼓 をめ あてに、 細道 を 行く と、 落し 水 は 

堰 i にたぶ ついて、 稲子 は 雨の 降る 様に 胸 • 腰 • 裾に 

飛びつ く。 ^^はま だな 処も あり、 既に 組み 立ら れた 

田の 畔も ある。 だが まだ、 近い 温泉町へ 出かける 相談 

など は、 出来て 居ない らしい。 おちついた 様で、 ひと 

山、 前に 控 へた 小昼 休みと でも 言った、 安気に なりき 

れ ない 顔色の 年より が、 うろついて ゐる。 若い 男 は、 



も 一 つ 実の 入る 様に、 ひと 囉 しくれ ベい とで も考 へて 

か、 も 折れよ と、 太鼓 を 打って ゐる。 よく/ \ 県 

下の 社で も 特殊 神事と せられて ゐ るので なければ、 冬 

も 霜月 -師 走に 入って、 刈り上げ 祭りら しい もの を 行 

うて はゐ ない。 若し あっても 「お 火 焼」 や 「夜 神楽」 

「師走 祓へ」 の 様な 外見に 包まれて ゐる。 

堂々 たる 祝詞 や、 卜 ひ を 伴 ふ 宮廷 風の 穂 祭り は、 神社 

の 行事に なり、 村の 昔の、 もっと 古くから 続いた 刈り 

上げの 新嘗 は、 家々 の 内々 の 行事と なって 行った。 早 

稲 を 試食した 後 だから、 別の 方法 をと る 村々 もあった。 

餅 • 粢 • 握り飯. 餡 流し 飯. 小豆 米、 色々 と 村の 供物 



して、 禊ぎ をして 後、 宮廷に 入る。 さう して、 まれび 

ととしての あるじ を、 神なる 自分が、 神主なる 自身 か 

ら享 けられる。 此が、 大祓 へで も あり、 鎮魂で も あり、 

大嘗. 新嘗 でも ある。 さう して、 高天原の 神の みこと 

もちた る 時と、 神 自身と なられる 時との 二様が あるの 

で、 伝承の 呪詞と 御座と が、 其 を 分ける ので ある。 

即位 元年 は、 実は、 次の 春で あるべき であった。 大殿 

祭 • 祓 への 節 折りに 接して 大嘗 祭り、 此に 続いて 鎮魂 

式、 尚 も ひき 続いて 直 日 呪詞、 夜が 明ける と共に、 高 

御座の のりとが 行 はれる。 此皆、 天子 自身の 行事で あ 

つたの を、 次第に 忘れ、 省き、 天子の みこと もちに 委 



ねられる 様になった。 四方 拝、 実は、 高 御座の 詔旨唱 

誦 であった の だ。 かう して、 神 自身で あり、 神の 代理 

者で ある ことが 定まる。 

此が 御代の 始めであった。 此呪詞 は、 毎年、 初春 毎に 

くり 返された 事 は、 令の 規定 を 見ても 知れる ので ある。 

此詔旨 を宣り 降され る 事 は、 年 を 始めに 返し、 人の 齢 

も、 殿の 建て 物 もす ベて を、 去年の ま、 に 戻し、 一転 

して 最初の 物にして 了 ふ。 此 までの ゆきが、 り は、 す 

ベて 無かった 昔になる。 即位式が、 先帝 崩御と 共に 行 

はれる 様になり、 大 . 新嘗 祭り は、 仲冬の 刈り上げ 直 

後の 行事と 変り、 日の 御子 甦生の 産湯なる 禊ぎ は 道教 



化して、 意義 を 転じ、 元旦の 拝賀 は 詔 旨よりも、 賀を 

受ける 方 を 主と せられる 様になって 行った。 でも、 暦 

は 幾度 改 つても、 大晦日まで を 冬と 考へ、 元旦 を 初春 

とする 言 ひ 方. 思 ひ 方 は 続いて ゐて 「年のう ちに、 春 

は 来に けり」 など 言 ふ、 た わい もない 様な 興味が 古今 

集の 巻頭に 据 ゑら れる 文学 動機と なった の も、 此 によ 

るの だ。 又、 世直しの 為、 正月が 盆から 再 はじまり、 

徳政が 宣 せられたり もした。 後世の 因 明 論理 や 儒者の 

常識 を 超越した 社会現象 は、 皆、 此 即位 又は 元旦の 詔 

旨 (のりとの 本体) の宣り 直す、 と 言 ふ 威力の 信仰に 

基いて ゐ るの だ。 



秋と 言へば、 七. 八. 九の 三月 中と する 考 へが、 暦法 

採用 以後、 段々、 養 はれて 来たが、 十一 月の 新 嘗の初 

穂 を、 頒 けて 上げようと 言 ふ 風神との 約束に 「今年の 

アキ マツ 

秋ノ 祭りに 奉らむ …… 」 と 言った 用例 を 残して ゐ る。 

此 祝詞 は、 奈良朝 製作の 部分が、 まだ 多く 壊れないで 

ゐる ものと 思へ る。 すると、 秋祭り は 刈り上げの 祭り 

と 言 ふこと になる。 六月 (月次 祭) でも、 九月 (神嘗 

祭り) でも 当らない から、 此^ は、 暦 利用 以前の 秋 

に 違 ひなく、 田 為 事の 終る 時期 を 斥す 語で あらう。 新 

嘗 • 巿 • 交易 • 饗宴、 かう した 事実が、 此語を 中心に 

して 聯絡 を 持って ゐ るの は、 ^が 刈り上げの 祭りの 



期間 を 表す こと もあった らしく 思 はせ る。 私 は、 仮説 

として、 条件つ きの 立願 をね ぐ、 願 果しを あくと 言う 

たので はない かと 考 へて ゐる。 「秋祭りに 奉らむ …… 」 

と あるの は 「刈り上げの 折の まつり」 と 言 ふだけ の 事 

で、 今の 秋祭りに 対して は、 稍 自由で ある。 そして、 

こ、 のまつ りと 言 ふ 語 も、 唯の 祭典の 義 ではない らし 

ヽ o 
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祭りの 用語 例 は、 二つ あげたが、 此は亦 違って、 献上 

する の義 である。 たてまつる • お きまつる (奠) など 

のまつ るで、 神 • 霊に 食物 • 着物 其 他 を さしあげる 事 

を 表して ゐる。 先師 三 矢 重 松 博士 は、 此 「献 る」 を 「祭 



る」 の 語原と する 説 を 強められた。 まづ 今まで、 V のま 

の 語原 論で は、 最上 位の ものである。 師説 を 梧く 

様で、 気 術ない が、 私 はも 少し 先が ある、 と考 へて ゐ 

る。 

二 

新嘗の 意味の 秋祭りの 外に、 秋に 多い 信仰 行事 は、 相 

撲 であり、 水神 祭りで あり、 魂 祭りで ある。 秋の 初め 

から、 九月の 末に 祭り を 行 ふ 様な 処ま でも、 社々 で、 

童 相撲. 若衆 相撲な ど を 催す。 それ は、 宮廷の 相撲 



して、 神話 化した ので ある。 

河童が 相撲 を 好んで、 人 を 見れば 挑み かける として ゐ 

る 伝承 も、 基く 所 は 古いので あって、 九州 方の 角力 行 

事な ども、 妖怪 化した 水の 侏儒 河童 を 対象に した^ 

山が、 大きな 助勢 をした 様で ある。 そして、 春祭りに 

行うた 害の が、 五月の 田 遊びに も、 七月の 水神 祭りに 

も、 処々 の 勝手で、 行 ひ 改められ たので あらう。 然る 

に、 大凡、 海から 来る 神の、 川 を 溯って、 村々 に 臨む 

時期が、 段々、 きまって 来た。 「夏と 秋と ゆき あ ひの 早 

稲の ほ のん \ と」 目につく 頃で ある。 

かう して、 年 一度 来る 害の、 海の 彼方の まれび と 神が、 



度々 来ねば なら なくなり、 中元 を 境に して、 年 を 二つ 

に 分けて 考へ、 七月 以後 は 春 夏の くリ 返しと 言 ふ 風の 

信仰が 出て 来た。 此は、 夏の 禊ぎ が 盛んになった 為 

で、 V もあった。 禊ぎ に は、 まれび と 神の 来臨が 伴 ふ も 

のとして ゐた 信仰から は、 夏から 秋への 転化 を、 新し 

い 年の はじまりと 考 へないで は 居られなかった の だ。 

この 時期 は、 仏家で も、 盂蘭盆会 を修 する 時で ある。 

歳の 果 から 初春に かけて、 海の 彼方の まれび とが 出て 

来、 眷属 となって ゐる 数多の 精霊 も、 其に 随 うて、 村 

へ 集る。 村人の 成年 戒を 受けて 後 死んだ 者の 魂 は、 皆、 

海の 彼方の 国 —— 常世の国 —— に 行って ゐて、 それら 



が 来る ので ある。 で、 年 を 元に 戻し、 春 を齎す 呪詞の 

神の 来る 行事が、 夏の 終りに も 再、 行 はれる 様になる 

と、 常世の 精霊た ち も、 秋の はじめに 今一度、 人間の 

村 を 訪れる 事になる。 其が、 盂蘭盆と 一 つに 考 へられ 

ると、 秋の 魂 祭りと なる。 此 中元に 来る まれび との 考 

へ は、 海邑 から 移った 山野の 村の 勢力の 殖えた 時代に、 

既に 出て ゐた。 従って、 海に 続いた 川 を 遥かに 溯って 

来る もの、 とせられる 様になった。 

海岸に 神を迎 へた 時代に も、 地方に よって は、 此^ 

g の 為、 一 人、 村から 離れ 住んで、 海 波の 上に 造り 

架けた 様な、 さず きとも^^と も 謂 はれた 仮屋の 中で、 



機 を 織って ゐる 巫女が あった。 板挙に 設けた 機屋の 中 

タナ バタ メ 

に 居る 処女と 言 ふので、 此を棚 機つ 女と 言うた。 又 弟 

たなばた とも 言 ふの は、 神主の 妹分で あり、 時として 

は、 最高 位の 巫女の 候補者で ある 為で y もあった。 此 

棚 機つ 女の 生活 は、 早く、 忘れられる 時代が 来た。 で 

も、 伝説 化して、 今まで も 残って ゐる。 したてる 媛の 

ヒナ ブリ ァメ ゥナ 

歌と 言 ふ 大歌 夷 曲の 「天なる や 弟 たなばたの 領 がせる 

珠 のみす まる …… 」 (神代 紀) など 言 ふ 句の 伝った の も、 

水神の 巫女の 盛装した 姿の 記憶が 出て ゐ るの だ。 これ 

が 初秋で あり、 川 水に 関係が ある 上に、 機 織る 女性に 

ま づ迎へ られる 男性と 言 ふ、 輪廓の 大体 合うた 処 から、 



七夕の 織女. 牽牛ニ 星 を奠る 行事と いふ 風に、 殆ど 完 

全に、 習 合せられて 了うた。 

七夕の 供へ 物 丄乂て 物な ど を 川へ 流す 外、 川に 棚ゃ繩 

を 懸けて、 盆 棚 同様の 供物 をす る処も ある。 又、 害虫 

や 睡魔 を 払ひ棄 てる 風俗 さへ 添うて ゐる。 此 から 見る 

と、 水神 祭りの 形が、 不自然な 点の 残らぬ ほど、 星 祭 

りに 変って 行っても、 やっぱり どこかに、 古代の 影 は 

残って ゐ たの だ。 此 水神 祭り は、 元々、 夏祓 へと 同じ 

ものであって、 村 や 家に 迎 へる 方 は、 盂蘭盆会に 任せ 

て 了うて、 水神 迎 へと 禊ぎ との 痕跡 だけ を、 七夕の 乞 

巧奠に 止めた。 さう して、 新しく 水神 祭り を 始めて、 



「つれん \ 草」 に は、 東国の 魂 祭りの、 大晦日の 夜に 行 

はれた 印象 を 書いて ゐる。 だから、 盆に 戻る 聖霊 は、 

水神 祭りの 対象で も あり、 夏祓 へに 臨む まれび との 一 

群で V もあった の だ。 

夏に も 鎮魂の 式 は 忘れられて ゐ なかった。 飛鳥 朝 宮廷 

にも 既に 行うた 記録の ある 元旦 拝賀の 儀の 中の、 諸氏 

の奏寿 は、 鎮魂祭の 分裂した もので あり、 室町 あたり 

から 書き物に 見える 七夕の 翌日から 盆の 前日にまで 亘 

つた、 生 御 魂の 「おめでた 言」 と 一 つ 事であった。 親 

や 親方. 烏帽子 親 を 拝みに 行く 式で ある。 宮廷で は、 

テゥ キン ギヤ ゥ カウ 

主上 自身、 上皇. 皇太后 を 拝みに、 朝覲 行幸 を 行 はせ 



られ た。 縁 女. 奉公人の 藪 入り も、 上 元. 中元 をめ ど 

とした 親 拝みの 古風で ある。 即、 鎮魂の 一 様式で も あ 

つた。 

かう して 見る と、 秋祭りに は、 穂 祭り • 神嘗祭 リの意 

義の ものが 多く、 真の 秋祭りと も 言 ふべ き新嘗 祭り は、 

段々、 消えて 行った。 さう して 其 上に、 夏祭りと 同根 

の、 夏祓 への 分化した 様式が、 七夕 節供 や 水神 供と な 

リ、 又 祭りの 余興と しか 考 へられ なくなった 相撲が あ 

リ、 すっかり 見えの 変って 了うた のが、 盂蘭盆で あり、 

何ともつ かぬ 年中行事 となった のが、 盆 礼の 「おめで 

た ごと」 であった。 



の 十日 夷 も 十四日 或は 除夜の 転化した 祭日で、 富み を 

与へ る 外に、 祓 へて くれる ものであった ので、 此も、 

春 待つ 夜の 行事であった。 其が、 巿神. 山の 神の 祭り 

と共に、 繰り上げられて、 十月の 内に 行 はれる 様にな 

ホ タケ 

つた。 山の 神の 祠の火 焼 は、 やはり、 十一月のお 火 焼 

き 神事と 一 つもので あった。 

海から 来る 常世の まれび とが、 やはり 海の 夷 神に 還元 

する まで は、 山の 神が 代って 祓へ をと り 行うた。 これ 

ォ ホトノ ホガヒ 

は 宮廷の 大殿祭 ゃ大祓 へに、 山人と 認定 出来る 者の 

参加す る 事から 知れる。 山人 は、 山の 神人で あり、 山 

の 巫女が 山姥と なって、 巿 日に は、 巿に 出て 舞うた。 



此が 山姥 舞で ある。 

大和 磯城 郡 穴師山 は、 水に 縁な く 見える が、 長 谷川の 

一源 頭で、 水に 関係が 深かった。 穴師兵 主神 は、 あち 

こちに 分布した が、 皆 水に 交渉が 深い。 山人の 携 へて 

来る ものが、 山づ とと 呼ばれて、 巿 日に 里人と 交易せ 

られ た。 山藉 として、 祓 へのし るし になる 寄生木- 

栢 • ひかげ • 裏白の 葉な どが あり、 採り 物と して、 W 

づ リ花 (鶯ゃ 粟 穂 • 稗 穂 • けづリ かけと なる) • 杖な ど 

があった。 柳 田 先生の 考へ によれば、 採り 物の ひさ ご 

も、 山人の は、 杓子であった。 

山人と いふ 語 は、 仙と 言 ふ 漢字 を訓 じた 頃から、 混乱 



が 激しくなる。 大体、 其 以前から、 山人 は 山の 神 其 も 

のか、 里の 若者が 仮装した のか、 わからなかった。 平 

安の 宮廷 • 大社に 来る 山人 は、 下級 神人の 姿 を やつし 

たものと 言 ふ 事が 知れて ゐた。 

あしび きの 山に 行きけ む やまびとの 心 も 知らず _ 

やまびと や、 誰 (舎 人 親王 —— 万 葉巻 二十) 

この 歌で は、 元 正 天皇が やまびと であり、 同時に 山郷 

フレ 

山村 (添 上 郡) の 住民が、 奈良 宮廷の 祭りに 来る やま 

g であった。 この 二つの 異義 同音の 語に 興味 を 持つ 

たの だ。 仙 はやまび とと も訓 ずるが、 「いろは 字 類抄」 

に はいき ぼと けと も訓 んでゐ る。 いきぼとけの 方が 上 



皇で、 山の 神人の 方が、 山村の 山の 神で あり、 山人で 

も ある 村人であった。 

あしび きの 山村 行きし かば、 山人の 我に 得しめ し 

山づ とぞ。 これ (太 上 天皇 —— 万 葉巻 二十) 

此が、 本の 歌に なった 天皇の 作で ある。 これに も、 語 

の 幻の 重り あうた の を 喜んで 居られる のが 見える。 山 

人 を 仙人に とりなして 「命 を 延べ て くれる やまびとの 

住む 山村へ 行った 時に、 やまびとが 出て 来て、 おれに 

授けた、 山の 贈り物 だ。 これが」 と 言 ひ 出された 興味 

は、 今でも 訣る。 

高 巿 • 磯城の 野に 都の あった 間 は、 穴師 山の 神人が 来、 



奈 良へ 遷 つてから は、 山村から 来る 事に なったら しい。 

この 山人が、 次第に 空想 化して、 山の 神 • 山の 精霊 - 

山の 怪物と 感じられる 様に もな つたの だ。 穴師の 神人 

は 山人で ありながら、 諸国に 布教して 歩いた。 それ を 

見る と、 里と 交通の 絶えた 者 どもで もなかつ たので あ 

る。 唯、 巿 日と、 宫廷丄 蒙 家の 祓 へに 臨む 時 だけ は、 

山藉を 捲き、 恐らく、 からだ 中 も、 山の 草木で 掩 うて 

ゐた 事が あるの だら う。 

山城 京になる と、 山人 は、 日吉 から 来たの らしい。 三 

輪 を 圧へ る穴師 が、 三輪 山の 上に あった 様に、 加 茂 を 

制する 為の 山の 神 は、 高く 聳える 日吉の 神で なければ 



僅かな 時間 を 言うて ゐ たらしい ので ある。 先輩 も ふゆ 

は 「殖 ゆ」 だと 言 ひ、 鎮魂 即 みたま ふりの^^と 同じ 

語 だとして、 御 魂が 殖える の だとし、 威 霊の 信頼す ベ 

き 力 をみ たまの ふゆと 言 ふの だとして ゐる。 即、 威 霊 

の 増殖と 解して ゐ るので ある。 触る か、 殖 ゆか、 栄ゅ 

か。 古い 文献に も、 既に、 知れなかった に 違 ひない。 

誉 田の 日の 皇子 大雀 おほさ、 ぎ、 佩かせる 

スヱ カラ シ タキ 

太刀。 本つ るぎ 末 ふゆ。 冬 木の す 枯が 下樹の 

さや/ \ (応神 記) 

た、 V、 此国栖 歌で 見る と、 所謂 国 栖ノ奏 の 意義が 知れ 

る。 此は、 国栖 人の する 奏 寿で、 鎮魂の 一方 式な の だ。 



此 太刀 は 常用の 物で なく、 鎮魂の 為の 神宝な ので、 

石ノ 上の 鎮魂の 秘 器なる 布留の 御霊の 様に、 幾 叉に も 

尖が 岐れて 居た。 劎 と言うた の は、 両刃 を 示す ので、 

太刀の 総 名で あり、 根本 は 両刃の 劎の 形で ある。 尖の 

方で は、 分岐して 幾つに もな つて ゐる。 かう 言って 来 

て、 祓 へに 使 ふ 採り 物の 木の 方に 移る の だ。 

カラ ヌ シ 

枯野を 塩に 焼き、 其が あまり 琴に 作り、 かき ひく 

ト ト ナカ イク リ 

や 由 良の 門の 門 中の 岩礁に ふれた つ なづの 

木の。 さやく (仁徳 記) 

と 言 ふの も、 実は 国栖 歌の 同類で ある。 恐らく は、 謡 

ヲサ 

ひ 納めの 末 歌で はなから うか。 



ふゆき と 言 ふの は、 冬 木で はなく、 寄生と 言 はれる 別 

どり 木の 事で あらう。 「寄生木の よ。 其」 と 言 ひつ > 

けて、 本末から 幹の 聯想 をして 「其 やどった 木の 岐れ 

の 太 枝の 陰の (寄生) 木の よ。 うち ふる ふ 音の さやく 

とする、 この 通り、 御身 • 御 命の、 さっぱり とす こや 

かに まし まさう」 と 言 ひつ y けて、 からが したき から 

からぬ を 起して、 しま ひに、 採り 物の なづの 木の 音の 

さやく に 落して 行った の だ。 枯野を 舟の 名と する 古 

伝承 は 疑 はしい。 

此 「なづ の 木よ。 いづれ のな づぞご かう 言 ふ 風な 言 ひ 

方で 「幹ぬ よ。 其 木の 幹 を 海 渚に 持ち出で 焼き、 禊ぎ 



させる 今。 此 弾く 琴 も、 其 幹の づ ぬけた 部分で 作り、 

かう 搔き ひくと ころの、 音の ゆらくで ない が、 由 良 

の 海峡の 迫 門 中の よ。 其 岩礁に 物が 触れる ではない が、 

御身に 触れ 撫でようと 設けた 此なづ の 木の、 御衣に ふ 

れる 音よ。 その さや/ \ と 栄え まし まさう ご かう 言 

つた 風に、 天子の 呪 力から、 自分の 採り 物と して 頭に 

かざした 寄生木に 寄せ、 又 撫で 物と して 節 折りに 用ゐ 

たな づの木 —— 恐らくな すの 木で、 聖木 まの 類の 叫 

すの 木 (ひ よんと もい ふ) —— に 寄せて 行く 間に、 建 

て 物の 祝言と して、 き (木) を 繰り返し、 鎮魂 関係の 

縁語 ふゆ . さやく • 潮水 • 琴 • ゆら • ふる . なづな 



ど を、 無意識ながら とりこんで ゐ るので ある。 

寄生木 は、 外国で もさう である 如く、 我国で も、 神聖 

な 植物と して ゐた。 

あしび きの 山の 木末の とりて、 かざしつ らく 

は、 千年 祝ぐ とぞ (万 葉巻 十八) 

家 持の 歌で ある。 此木を 細に 挿して、 正月の 祝福 をし 

たのであった。 此は、 山人の する やまかげ • やま かづ 

らのー つだった ので ある。 ほよ とも ふゆと も 言うた か 

らの 懸け 詞で、 ^と と を かけた と 等しい。 ^¥ 

に、 m は 勿論^ を 兼ねて、 密着の 意 を も 持って ゐ 

るの だ。 鎮魂 式に は、 外来の 威 霊が 新しい 力で、 身に 



つき 直す と考 へた。 其が、 展開して、 幾つに 分裂して 

も 本の 威力 は 減少せ ない、 と 言 ふ 信仰が 出来た。 

鎮魂 式に 先 だつ 祓 への 後に、 旧 霊魂の 穢れ をう つした 

衣 を、 祓 への 人々 に 与 へられた。 此 風から 出て、 此衣 

についた もの を 穢れと 見ないで、 分裂した 魂と 考 へる 

キヌ クバ 

様になった。 だから、 平安朝に は、 歳暮に 衣 配りの 風 

が 行 はれた。 春 衣 を 与へ ると 言 ふの は、 後の 理 会で、 

魂 を頒ち 与へ るつ もりだった ので ある。 即 みたまの ふ 

¥ の 信仰で ある。 この場合の^ ¥ は殖 ゆな どの 動詞で 

はなく、 語根 体言であって、 「分裂 物」 などの 意で ある 

が、 かう した 言語の 成立 は、 類例が 少ぃ。 語頭に 来る 



語根 体言 はあって も、 語尾に 来る もの は 珍ら しい。 

此は、 此 語が 極めて 長く、 呪詞. 叙事詩の 上に 伝承せ 

られて ゐた事 を 示して ゐ るの だ。 霊の 分裂 を 持つ こと 

は、 後代の 考へ 方で は、 本 霊の 持ち主の 護り を 受ける 

事になる。 其で、 恩賫 など 言 ふ 字 をみ たまの ふゆと 読 

む やうに なり、 加護から 更に、 眷顧を 意味す る 事に も 

なった。 給 ふ • 賜 はる . みたまた まふな ど 言 ふ 語 さ へ 

も、 霊の 分裂の 信仰から 生れた。 みたまの ふゆと 言 ふ 

語 は、 鎮魂の 呪詞 から 出た もので あらう が、 其 用途 は 

次第に 分岐して 行ったら しい。 数 主 並 叙 法と も 言 ふべ 

き 発想法 をして ゐる。 



家の 祝言が、 同時に、 家 あるじの 生命. 健康の 祝福で 

ぁリ、 同時に また、 家財 増殖 を 願 ふ 事に も 当る。 時と 

して は、 新婚の 夫婦の 仲の 遂げる 様、 子の 生み 殖える 

様に、 との 希望 を予 祝す る 目的に も 叶 ふので あった。 

此 みたまの ふゆの 現れる 鎮魂の 期間が、 ふゆ まつりと 

考 へられた ので あらう。 そして、 ^¥ だけが 分離して、 

刈り上げの 後から 春までの 間 を 言 ふ 様になり、 刈り 上 

げと 鎮魂 • 大晦日との 関係が、 次第に 薄くな つて 行つ 

て、 間隔が 出来た 為、 冬の 観念の 基礎が 替 つて 行った。 

そして 暦の 示す 三个 月の 冬季 を、 あまり 長過ぎる とも 

感じ なくなつ たと 見える。 



効果 を 表すが、 併し、 其 伝誦 を 誤る と、 大事で ある。 

だから、 御言 伝宣者 は、 選ばれなくてはならなか つた。 

まつる の 語根^ は、 期待の 義に 多く 用 ゐられ るが、 

もっと 強く 期す る 心で ある。 焦心 を 示す 義 すらあった。 

神慮の 表現 せられる 事が 「守つ」 であった。 卜 象 を ¥ 

と 言 ふの も、 其 為で ある。 神慮. 神 命の 現れる まで 

の 心 を まつと 言 ふまち 酒な ど は、 それで ある。 単なる 

待 酒 • 兆 酒ではなかった。 

まつ を 原義の ま、 で、 語根と して 変化させる と、 

^ • またす と 言 ふ 一 一 つ の 語が 出来た。 まつる は 神意 を 

宣る 事で ある。 そして、 神 自身 宣す るので なく、 伝宣 



する 意義であった らしい。 I 少御 神の、 神 寿き ほきく 

トヨ ホ モト ホ マツリ コシ ミキ 

る ほし、 豊 寿き ほき 旋廻し、 麻 都 理許斯 御酒 ぞ」 (仲哀 

記) と あるの を 見る と、 少彦名 神が、 呪詞 神の 酒 ほか 

ひの 詞を、 神 寿き 豊 寿きに、 ほき 乱舞し、 ほき 旋転 あ 

そばされ て、 宣 りつ y け て 出来た 御酒 ぞ と 言 ふ の か 、 

少彦 名の はじめた 呪詞 を、 神人が ほき 宣リ 続けて、 作 

られた 御酒 ぞ、 ともとれ る。 どちらに しても、 こ、 の 

まつる は、 少彦名 自身が、 自分の 呪詞を 自ら 宣られ た 

り、 献り 来られた 御酒 だと は 言へ ない。 併し、 まつる 

に 呪 詞を唱 へる と 言 ふ義の ある こと は 知れる。 またす 

は、 伝宣 せしめる ので、 神の 側の 事で ある。 神意 を 伝 



ま つりから 冬 ま つ りが 岐れ、 冬 ま つ りの 前提が 秋 ま つ 

W を 分岐した。 更に、 陰陽道が 神道 を 習 合しき つて 後 

は、 冬祓 へより 夏祓 へが 盛んになり、 其から 夏 まつり 

が 発生した。 さう して、 近代 最 盛んな 夏祭り は、 実は、 

すべての 祭りの 前提と して 行 はれた 祓 への、 変形に 過 

ぎなかった ので ある。 

此が、 祭りに ついての 大づ かみな 話で ある。 
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